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一
、
は
じ
め
に

　

世
界
金
融
危
機
後
の
規
制
改
革
が
進
展
す
る
と
共
に
Ｆ

Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
、
ノ
ン
バ
ン
ク

金
融
仲
介
の
強
靭
性
向
上
や
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の

対
処
、暗
号
資
産
の
規
制
な
ど
の
課
題
に
取
組
ん
で
い
る⑴

⑵

。

新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
対
応
で
は
基
本
原
則
を
定
め⑶

、
政

策
の
協
調
と
情
報
共
有
、
国
際
的
な
金
融
規
制
の
柔
軟
性

活
用
に
注
力
、
二
〇
二
一
年
以
降
は
状
況
の
改
善
に
合
わ

せ
た
段
階
的
な
政
策
解
除
で
の
協
調
に
努
め
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
は
徐
々
に
進
ん
で

き
た
が
、
昨
年
二
月
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
場
に
大
き
な
変
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
昨

年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
年
間
計
画
で
は
、
金
融

安
定
の
諸
課
題
で
の
国
際
的
な
協
力
と
協
調
の
支
援
に
関

し
て
〝
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛
争
と
そ
の
経
済
的
な

影
響
を
背
景
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
へ

の
新
し
い
及
び
発
生
し
つ
つ
あ
る
リ
ス
ク
を
特
定
、
評
価

及
び
対
処
す
る
た
め
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
強
化
〟
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
昨
年
の
年
次

Ｆ�

Ｓ
Ｂ（
金
融
安
定
理
事
会
）の
二
〇
二
二
年
の

活
動
状
況
と
二
〇
二
三
年
の
課
題

佐
志
田　

晶　

夫
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報
告
書
や
一
二
月
の
本
会
合
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
に

基
づ
き
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
昨
年
の
活
動
と
今
年
の
取
組
み
を
概

観
し
た
い⑷

。

二�

、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
の

見
通
し

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
年
次
報
告
書
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安

定
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
経
済
・
金
融
状
況
と
脆
弱
性
要

因
を
整
理
し
構
造
的
な
変
化
が
も
た
ら
す
脆
弱
性
を
検
討

し
て
い
る
。

⑴　

金
融
安
定
へ
の
懸
念
材
料
と
脆
弱
性
要
因
～
レ
バ

レ
ッ
ジ
、
流
動
性
、
債
務
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

　

二
〇
二
二
年
に
主
要
な
中
央
銀
行
は
、
高
イ
ン
フ
レ
に

対
応
し
て
継
続
的
に
政
策
金
利
を
引
き
上
げ
、
金
融
情
勢

は
タ
イ
ト
化
が
進
ん
だ
。
成
長
が
鈍
化
す
る
中
で
地
政
学

的
な
緊
張
が
続
き
、
商
品
市
場
の
変
動
は
大
き
く
、
ス
タ

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
要
因
と
し
て
レ
バ
レ
ッ

ジ
、
流
動
性
、
非
金
融
部
門
の
債
務
、
サ
イ
バ
ー
事
象
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
に
よ
る
過
度
の
レ
バ
レ
ッ
ジ

は
、
大
幅
な
価
格
変
動
を
き
っ
か
け
と
し
た
強
制
的
な
資

産
売
却
を
招
い
て
価
格
変
動
を
増
幅
さ
せ
か
ね
ず
、
ま

た
、
商
品
市
場
や
英
国
の
国
債
市
場
で
み
ら
れ
た
よ
う
な

流
動
性
逼
迫
の
懸
念
が
あ
る
。
流
動
性
需
要
で
の
資
金
確

保
の
動
き
が
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
解
約
急
増
と

フ
ァ
ン
ド
の
資
産
売
却
に
つ
な
が
り
、
流
動
性
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
顕
在
化
さ
せ
る
懸
念
も
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
売
却
が

資
産
価
格
を
下
落
さ
せ
れ
ば
、
他
の
投
資
家
に
も
売
却
を

促
す
。
売
却
圧
力
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
仲
介
業
者
の
能
力
を

上
回
れ
ば
、
市
場
は
非
流
動
的
で
無
秩
序
な
状
態
に
な
り

か
ね
な
い
。
金
融
市
場
の
相
互
関
連
性
に
よ
り
、
市
場
の
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一
部
で
の
緊
張
が
様
々
な
市
場
に
波
及
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

債
務
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
の
非
金
融
部
門

（
国
家
、
非
金
融
法
人
と
家
計
）
の
債
務
残
高
は
、
世
界

金
融
危
機
後
に
約
九
〇
兆
ド
ル
増
加
し
、
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
率
は
歴
史
的
な
高
水
準
近
く
で
あ
る
。
一
部
の
国
で

は
家
計
の
債
務
増
に
住
宅
用
不
動
産
価
値
の
高
さ
が
伴

い
、
金
融
情
勢
の
タ
イ
ト
化
で
住
宅
用
不
動
産
価
格
が
圧

迫
さ
れ
れ
ば
脆
弱
性
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

民
間
非
金
融
法
人
で
は
、
高
水
準
の
債
務
と
金
融
情
勢

の
タ
イ
ト
化
、
成
長
鈍
化
に
よ
る
実
質
所
得
下
落
が
債
務

返
済
能
力
を
制
約
し
か
ね
な
い
。
一
方
、
政
府
債
務
の
増

加
で
は
、
今
ま
で
は
債
務
返
済
圧
力
は
抑
え
ら
れ
て
い
る

が
、
金
融
情
勢
タ
イ
ト
化
と
経
済
活
動
と
税
収
の
伸
び
鈍

化
で
返
済
圧
力
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
非
金
融
部
門

の
返
済
負
担
は
銀
行
資
産
の
質
を
低
下
さ
せ
、
信
用
損
失

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

新
興
市
場
経
済
の
債
務
増
加
は
対
外
債
務
の
増
加
を
招

き
、
対
外
債
務
は
外
貨
（
主
に
ド
ル
）
建
て
が
多
い
た

め
、
ド
ル
高
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
ま
た
、
新
興
市
場
経
済

の
資
金
調
達
で
は
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
機
関
の
役
割
が
増
大

し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
情
勢
の
資
本
フ
ロ
ー
へ

の
影
響
が
高
ま
り
か
ね
な
い
。
政
府
債
務
増
加
は
財
政
政

策
の
制
約
要
因
で
あ
り
、
ま
た
、
銀
行
部
門
の
国
債
保
有

増
加
は
政
府
と
銀
行
間
の
影
響
波
及
の
懸
念
を
高
め
る
。

　

サ
イ
バ
ー
事
象
で
は
、
主
要
な
金
融
イ
ン
フ
ラ
や
シ
ス

テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
、
小
規
模
な
金
融
機
関
の
グ

ル
ー
プ
、
多
数
の
金
融
機
関
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
第

三
者
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
成
功
す
れ
ば
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
阻
害
さ
れ
、
信
頼
性
へ
の
打
撃
に
な
る
。
最
近

の
銀
行
や
金
融
市
場
イ
ン
フ
ラ
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
対

応
が
可
能
だ
っ
た
が
、
頻
度
や
巧
妙
さ
が
増
し
て
い
る
。
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⑵　

構
造
的
変
化
が
も
た
ら
す
脆
弱
性
～
気
候
関
連
金
融

リ
ス
ク
、
暗
号
資
産
、
デ
ジ
タ
ル
化

　

構
造
的
変
化
に
よ
る
脆
弱
性
と
し
て
は
、
極
端
な
天
候

に
よ
る
損
失
が
二
〇
二
二
年
上
半
期
に
六
五
〇
億
ド
ル
に

達
し
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
影
響
が

非
線
形
的
に
拡
大
す
る
可
能
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

気
候
関
連
災
害
の
件
数
増
加
は
、
物
理
的
リ
ス
ク
の
経
路

で
金
融
機
関
に
影
響
す
る
だ
け
で
な
く
、
低
炭
素
経
済
へ

の
無
秩
序
で
急
な
移
行
の
可
能
性
も
高
め
る
。
な
お
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
脅
か
し
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
移
行
を
よ
り
複

雑
に
し
て
い
る
。

　

暗
号
資
産
市
場
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
な
金
融
シ
ス
テ

ム
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
暗
号
資
産
の
影
響
が
広
く
波
及

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
に
生
じ
た

暗
号
資
産
の
急
落
は
こ
の
部
門
の
脆
弱
性
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。
暗
号
資
産
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
高
度
に
相
互
関
連

し
、
部
門
内
の
伝
播
は
大
き
く
か
つ
即
時
的
で
あ
る
。
今

ま
で
は
伝
統
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
と
の
結
び
つ
き
が
少
な

く
、
伝
播
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
、
暗
号
資
産
の

発
行
者
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
中
核
的
な
金
融
市
場
や
金

融
機
関
と
の
結
び
つ
き
が
高
ま
り
、
波
及
リ
ス
ク
が
増
加

す
る
こ
と
を
懸
念
す
べ
き
で
あ
る
。

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
新
し
い
種
類
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
出
現
も
脆
弱
性
要
因
に
な
り
う
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
は
リ
テ
ー
ル
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
加
速
さ
せ
、
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
や
大
手
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
が
拡
大
し
た
。
技
術
革
新
は
コ
ス
ト
や
摩
擦
を
軽
減
し

ア
ク
セ
ス
を
広
げ
る
が
、
脆
弱
性
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

る
。

　

規
制
の
対
象
外
な
こ
と
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
や
り
方
（
幅
広
い
顧
客
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
能
力

な
ど
）
に
伴
う
リ
ス
ク
を
規
制
が
捉
え
て
い
な
い
懸
念
も

あ
る
。
少
数
の
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
依
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存
も
金
融
安
定
に
影
響
し
か
ね
な
い
し
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

な
ど
と
の
競
争
が
金
融
機
関
の
収
益
性
や
資
金
調
達
に
影

響
し
、
強
靭
性
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
。
伝
統
的
な
金
融

機
関
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
化
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
過

度
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
す
る
可
能
性
や
情
報
技
術
の
利
用

が
高
ま
っ
て
Ｉ
Ｔ
リ
ス
ク
へ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
脆

弱
性
や
サ
イ
バ
ー
の
脅
威
が
増
大
す
る
懸
念
も
あ
る
。

三�

、
二
〇
二
二
年
の
活
動
の

重
点
分
野
と
新
た
な
取
組
み

　

二
〇
二
二
年
に
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
①
金
融
安
定
政
策
に
よ
る

対
応
で
の
協
調
、
②
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
（
Ｎ
Ｂ
Ｆ

Ｉ
）
の
強
靭
性
向
上
、
③
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
強
靭
性
と
再
建
・
破

綻
処
理
の
強
化
、
④
金
融
分
野
で
の
技
術
革
新
が
も
た
ら

す
課
題
へ
の
対
応
、
⑤
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対

処
、
⑥
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
決
済
の
改
善
、
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
（
各
分
野
の
報
告
書
は
図
表
1
参
照
）。

⑴　

金
融
安
定
政
策
に
よ
る
対
応
で
の
協
調

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影
響
を

受
け
て
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
国
際
的
な
協
力
と
協
調
へ
の
支
援
を

続
け
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
の
回
復
度
合
い
は
、

循
環
的
要
因
や
構
造
的
要
因
と
公
衆
衛
生
政
策
の
違
い
で

異
な
る
が
、
資
本
、
労
働
力
及
び
生
産
性
へ
の
傷
跡
化
す

る
効
果
（
シ
ョ
ッ
ク
の
長
期
的
な
効
果
）
は
、
将
来
の
成

長
に
打
撃
と
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
対
外
資
金
調
達
の

条
件
が
大
き
く
変
動
し
た
新
興
市
場
経
済
諸
国
で
は
政
策

対
応
力
が
限
ら
れ
る
。
不
均
等
な
回
復
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

影
響
波
及
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
イ
ン
フ
レ
と
金
融
政
策

タ
イ
ト
化
の
中
で
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
。

⑵　

ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
）の
強
靭
性
向
上

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
資
産
に
占
め
る
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融



112―　　―

証券レビュー　第63巻第３号

図表１�　2022年のFSBの主要な報告書

〔出所〕�　FSB及び金融庁のHPより作成。

「法廷外での企業債務整理についてのテーマレビュー」

10月

2月 「暗号資産の金融安定に対するリスクの評価」
「非金融法人の過剰債務問題へのアプローチ：ディスカッションペーパー」

3月 「新型コロナウイルス感染症の世界的大流行のもとでのフィンテックと市場構造：金融安定に対す
るインプリケーション」
金融安定理事会「2022年の作業計画」

「CCPの破綻処理財源に関する報告書」

4月
「LIBORからの円滑な移行対応を歓迎するステートメント」

「気候関連リスクに対する規制・監督手法：中間報告書」
「米ドル資金調達と新興市場経済（EME）の脆弱性」

5月
6月 「G20データギャップイニシアティブ第2フェーズ：進捗状況、得られた教訓、今後の進め方」

「暗号資産関連の活動に対する国際的な規制・監督に関するステートメント」

「気候変動に伴う金融リスクに対処するためのFSBロードマップ：2022年進捗報告書」

「金融セクターにおける公平な回復を支援するための出口戦略及び新型コロナウイルス感染症の傷
跡化する効果への対処：中間報告書」7月

「グローバルなシステム上重要な銀行（G-SIB）の2022年リスト」

「ノンバンク金融仲介（NBFI）の強靭性向上：進捗報告書」
「店頭デリバティブ市場改革に関する報告書」

「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う金融面での政策対応：金融セクターにおける公平な回復の
支援と傷跡化する効果への対処：最終報告書」
「各法域における気候シナリオ分析：初期段階の知見と教訓」
「グローバルな金融安定の促進：FSB年次報告書」
「クロスボーダー送金の目標達成に向けた実装方法の策定：最終報告書」

11月

「2022年破綻処理改革の実施に関する報告書」
「オープンエンド型ファンドの流動性ミスマッチに関するFSB提言の有効性の評価」
「LIBORおよびその他の金利指標の移行上の課題に関する進捗報告書：LIBOR移行の最終ライン
への到達と将来のための頑健な金利指標の確保」
「NBFIについての年次モニタリングレポート2022」

12月

「クロスボーダー送金の改善に向けたG20ロードマップ：次の局面に向けた優先取組分野」及び
「クロスボーダー送金の改善に向けたG20ロードマップ：2022年統合進捗報告書」
「『グローバル・ステーブルコイン』の規制・監督・監視に関するFSBのハイレベルな勧告の見直
し：市中協議文書」
「暗号資産関連の活動・市場に関する規制・監督・監視：市中協議文書」
「暗号資産関連の活動に関する国際的な規制：FSBが提案する枠組み」
金融安定理事会による「気候関連リスクに対する規制・監督手法：最終報告書」及び「気候関連開
示に関するFSB進捗報告書」
「サイバーインシデント報告の更なる収斂の達成：市中協議文書」
「コア国債市場における流動性に関する報告書」
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仲
介
の
比
率
は
ほ
ぼ
半
分
に
ま
で
高
ま
り
、
多
様
化
し
て

い
る
（
図
表
2
）。
そ
の
影
響
で
金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭

性
に
は
資
金
流
動
性
と
市
場
流
動
性
が
重
要
に
な
っ
て
き

た
。
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
の
市
場
混
乱
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

も
の
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
増
幅
さ
せ
る
特
定
の
要
因
の
検
証

と
対
応
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
理
解
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
、
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
政
策
措
置

の
評
価
を
目
指
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
強
靭
性
向
上
を
目
指
す
分
析
と

政
策
措
置
、
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
型
フ
ァ
ン
ド
の
流
動
性
ミ

ス
マ
ッ
チ
リ
ス
ク
の
評
価
と
対
応
を
行
う
。
ま
た
、
証
拠

金
実
務
の
透
明
性
、
予
測
可
能
性
と
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
及

び
証
拠
金
請
求
に
対
す
る
市
場
参
加
者
の
備
え
を
分
析

し
、
債
券
市
場
の
強
靭
性
と
流
動
性
を
左
右
す
る
要
因
を

検
証
す
る
。
加
え
て
新
興
市
場
経
済
の
ド
ル
資
金
調
達
と

対
外
的
な
脆
弱
性
及
び
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
経
由
の
資
金
調
達
と
の

図表２�　NBFIの実体経済への重要性が増大してきた

〔出所〕�　FSB�“Enhancing� the�Resilience�of�Non-Bank�Financial� Intermediation:�Progress�report”,�
November�2022,�Graph1より

NBFIの資産が金融資産全体に

占める比率は上昇
OFI（他の金融機関）全体に占め

るOFI各部門の比率

OFI（左図最上部の他の金融仲介機

関）各部門が保有する信用資産残高
OFI（左図最上部の他の金融仲介機

関）全体に占めるOFI各部門の比率

（%）（%） 兆ドル 兆ドル

2020年：

142兆ドル

ヘッジファンド
ファイナンス
カンパニー

他の投資ファンド

MMF

ブローカー
ディーラー

銀行

中央銀行

他の仲介金融機関

公的金融機関

保険・年金基金

シェア

左目盛

他の投資ファンド

ヘッジファンド

MMF

その他

SFV

ブローカー
ディーラー

REIT

CCP
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相
互
作
用
の
評
価
と
対
処
に
も
取
り
組
ん
で
き
た⑸

。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
二
〇
二
一
年
に
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
各
分
野
で
流
動

性
の
不
均
衡
の
蓄
積
と
そ
れ
を
増
幅
さ
せ
た
要
因
を
評
価

し
、
二
〇
二
二
年
に
は
ス
ト
レ
ス
時
の
流
動
性
不
均
衡
に

影
響
し
た
ノ
ン
バ
ン
ク
の
活
動
と
種
類
を
特
定
し
た
。
Ｎ

Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
に
は
、
流

動
性
需
要
急
増
の
削
減
、
ス
ト
レ
ス
時
の
流
動
性
供
給
の

強
靭
性
向
上
、
当
局
と
市
場
参
加
者
に
よ
る
リ
ス
ク
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
備
え
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
政

策
手
段
の
策
定
よ
り
も
既
存
の
手
段
を
金
融
安
定
目
的
で

活
用
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
今
後
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の

「
資
産
運
用
業
の
活
動
か
ら
生
じ
る
構
造
的
な
脆
弱
性
に

対
応
す
る
政
策
提
言
」
な
ど
流
動
性
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
関
す

る
従
来
の
提
言
の
見
直
し
も
行
う
。

⑶　

Ｃ
Ｃ
Ｐ（
清
算
機
関
）の
強
靭
性
、
再
建
及
び
破
綻
処

理
可
能
性
を
高
め
る

　

世
界
金
融
危
機
後
の
規
制
改
革
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
利
用
を
促

し
、
結
果
と
し
て
そ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
重
要
性
を
高
め

た
。
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
的
な
破
綻
処
理
枠
組
み
や
破
綻
処
理

に
適
切
な
資
源
の
確
保
が
引
き
続
き
重
要
な
課
題
あ
り
、

Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
強
靭
性
と
破
綻
処
理
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
さ
ら
な
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
破
綻
処
理
の
資
源
を
比
較
し
、
代

替
的
な
財
源
と
手
段
の
コ
ス
ト
と
利
得
を
検
討
し
た
。
検

討
対
象
と
な
っ
た
財
源
に
は
、
ベ
イ
ル
イ
ン
債
、
破
綻
処

理
フ
ァ
ン
ド
、
破
綻
処
理
に
特
定
し
た
保
険
、
契
約
に
基

づ
く
第
三
者
の
支
援
な
ど
が
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ

（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
委
員
会
）、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

（
証
券
監
督
者
国
際
機
構
）
と
協
働
で
分
析
作
業
を
行

い
、
二
〇
二
二
年
三
月
に
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
二

〇
二
三
年
に
は
政
策
の
選
択
肢
に
関
す
る
市
中
協
議
を
行
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う
計
画
で
あ
る
。

⑷　

技
術
革
新
に
よ
る
課
題
へ
の
対
応

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

第
三
者
へ
の
依
存
が
高
ま
り
、
ま
た
、
地
政
学
的
な
緊
張

は
サ
イ
バ
ー
の
脅
威
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
頻
度
と
巧
妙
さ

が
増
し
て
い
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
相
互
関
連
性
に
よ
り

一
つ
の
金
融
機
関
（
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
第
三
者
）

で
起
き
た
サ
イ
バ
ー
事
象
が
、
幅
広
く
波
及
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
事
象
で
は
適
時
か
つ
正
確
な
情
報
の

認
識
が
、
効
果
的
な
対
応
と
回
復
及
び
金
融
安
定
に
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｇ
20
の
求
め
に
応
じ
て
、
サ

イ
バ
ー
事
象
に
関
す
る
報
告
を
よ
り
収
斂
さ
せ
る
た
め
の

市
中
協
議
文
書
を
二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
公
表
し
、
サ
イ

バ
ー
事
象
に
関
す
る
共
通
の
報
告
形
式
の
開
発
を
提
案
し

て
い
る
。

　

暗
号
資
産
と
市
場
は
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
効
果
的
な

規
制
・
監
督
の
対
象
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
最
近
の
暗
号

資
産
市
場
の
混
乱
は
、
本
質
的
な
変
動
性
と
構
造
的
な
脆

弱
性
及
び
伝
統
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
と
の
潜
在
的
な
相
互

関
連
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
七
月
に
「
暗
号

資
産
関
連
の
活
動
に
対
す
る
国
際
的
な
規
制
・
監
督
に
関

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
公
表
、
一
〇
月
に
は
整
合
性

の
あ
る
規
制
に
向
け
て
「
暗
号
資
産
関
連
の
活
動
・
市
場

に
関
す
る
規
制
・
監
督
・
監
視
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｃ
）
の
規
制
・
監
督
・
監
視
に

関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
勧
告
の
見
直
し
」
の
市

中
協
議
文
書
を
公
表
し
た
。

　
「
活
動
と
市
場
に
関
す
る
規
制
・
監
督
・
監
視
」
の
提

言
は
、
暗
号
資
産
の
活
動
と
市
場
に
対
す
る
規
制
・
監
督

上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
包
括
的
で
国
際
的
に
整
合
的
に
な
る

こ
と
を
促
し
、
①
規
制
の
権
限
と
手
段
、
②
全
般
的
な
規

制
枠
組
み
、
③
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
協
力
、
協
調
と
情
報

共
有
、
④
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
⑤
リ
ス
ク
管
理
、
⑥
デ
ー
タ
の
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収
集
、
記
録
と
報
告
、
⑦
情
報
開
示
、
⑧
相
互
関
連
と
相

互
依
存
か
ら
生
じ
る
金
融
安
定
リ
ス
ク
、
⑨
複
数
の
機
能

を
持
つ
暗
号
資
産
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
包
括
的
規
制
の
九

項
目
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
提
言
は
、
金
融
安
定
に
リ
ス

ク
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
全
て
の
暗
号
資
産
の
活
動
と
発

行
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
（
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
仲
介
者
を
含
む
）
に
適
用
す
べ
き
で
あ

る
。

　
「
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
規
制
・
監
督
・
監
視
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
勧
告
の
見
直
し
」
で
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
と
な
り

う
る
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
の
適
切
な
規
制
を
各
国
当
局
が

準
備
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
規
制
に
は
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
指
針
や
単
一
の
法
定
通

貨
を
参
照
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
引
出
し
権
限
明
確
化
、
効
果
的

な
安
定
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
維
持
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
な

お
、「
見
直
し
」
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
裁
定
活
動
へ
の

依
存
は
安
定
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
効
果
的
で
な
い
こ
と

を
明
確
に
し
、
多
く
の
既
存
の
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
が
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
勧
告
に
適
合
し
な
い
と
し
て
い
る
。

⑸　

気
候
変
動
が
も
た
ら
す
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
処

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
一
貫
し
比
較
可
能
な
気
候

関
連
の
企
業
開
示
の
促
進
に
引
き
続
き
注
力
し
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基

準
審
議
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
に
よ
る
気
候
関
連
の
開
示
の
公

開
草
案
の
公
表
が
重
要
な
節
目
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
二
〇

二
三
年
前
半
に
最
終
化
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
に
よ
る
基
準
は
各
国
の
枠
組
み
相
互
運
用
が
可
能
な
グ

ロ
ー
バ
ル
に
共
通
な
基
準
の
確
立
を
目
指
し
、
気
候
関
連

開
示
ア
プ
ロ
ー
チ
の
分
断
化
や
開
示
に
不
必
要
な
コ
ス
ト

が
か
か
る
こ
と
を
回
避
す
る
の
に
役
立
つ
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
気
候
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
監
視
、

監
督
及
び
削
減
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
で
各
国
当
局
を

支
援
し
、「
気
候
関
連
リ
ス
ク
に
対
す
る
規
制
・
監
督
手
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シ
ナ
リ
オ
分
析
の
完
了
が
三
五
、
実
施
中
一
九
、
準
備
中

一
二
で
あ
り
、
実
施
す
る
当
局
が
増
え
て
い
る
。
多
く
の

回
答
者
が
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
は
一
つ
以
上
の
目
的
が
あ
る

と
し
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
へ
の
認
識
向
上
や
能
力
の
開
発
を

目
指
す
も
の
も
多
か
っ
た
（
図
表
3
）。

�

⑹　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善

　

Ｇ
20
は
二
〇
二
〇
年
に
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善

を
優
先
分
野
と
位
置
付
け
た
。
安
全
性
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
保
ち
、
よ
り
迅
速
、
安
価
、
透
明
性
が
あ
っ
て
包
摂
的

な
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
サ
ー
ビ
ス
に
は
広
く
グ
ロ
ー
バ

ル
な
便
益
が
あ
る
。
デ
ー
タ
基
準
の
分
断
化
や
相
互
運
用

性
の
欠
如
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
応
と
デ
ー
タ
保
護
を
含

む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
要
件
達
成
の
複
雑
さ
、
時
差
に
よ

る
運
営
時
間
の
相
違
、
時
代
遅
れ
な
技
術
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
既
存
プ
ロ
セ
ス
の
摩
擦
へ
の
対
処
が
必

要
で
あ
る
。

法
：
最
終
報
告
書
」
を
一
〇
月
に
公
表
し
た
。
同
報
告
書

は
各
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
観
し
、
規
制
・
監
督
上
の
報

告
と
デ
ー
タ
収
集
の
加
速
化
、
シ
ス
テ
ム
ワ
イ
ド
な
監

督
・
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
と
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
に
対
処

す
る
手
段
、
そ
の
他
の
マ
ク
ロ
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
な
政
策

と
手
段
へ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
提
言
を
提
供
し
て
い
る
。

　

気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
対
応
で
は
他
の
分
野
で
も
前
進

が
み
ら
れ
た
。
気
候
変
動
に
伴
う
脆
弱
性
に
つ
い
て
の
分

析
作
業
は
、
現
状
で
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
と
手
段
を
用
い

た
継
続
的
な
監
視
、
概
念
枠
組
み
の
開
発
、
シ
ナ
リ
オ
分

析
の
い
っ
そ
う
の
開
発
と
利
用
と
い
う
三
つ
の
線
に
沿
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
気
候
シ
ナ
リ
オ
分
析
の
構
築
と
利

用
の
経
験
が
、
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
役
立
つ
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
と
共
に
各
国
の
気
候
シ
ナ
リ
オ
分

析
の
実
施
状
況
を
調
査
し
「
各
法
域
に
お
け
る
気
候
シ
ナ

リ
オ
分
析
：
初
期
段
階
の
知
見
と
教
訓
」
を
公
表
し
た
。
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Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
な
ど
と
協
働
し
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
改
善
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
分
析
を

重
ね
、
二
〇
二
七
年
を
期
日
と
し
た
定
量
的
な
目
標
の
設

定
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
に
は
作
業

は
大
き
な
変
曲
点
に
達
し
、
改
善
の
実
現
に
向
け
て
Ｆ
Ｓ

Ｂ
は
、
①
決
済
シ
ス
テ
ム
の
相
互
運
用
性
と
拡
張
、
②
法

律
・
規
制
及
び
監
督
枠
組
み
、
③
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の

デ
ー
タ
交
換
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
基
準
、
と
い
う
三
つ
の

テ
ー
マ
に
今
後
の
作
業
の
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善
を
進
め
る
に
は
、
シ
ス

テ
ム
、
プ
ロ
セ
ス
及
び
技
術
へ
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
公
的
当
局
と
民
間
部
門
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と

協
働
の
促
進
に
注
力
す
る
。
Ｇ
20
以
外
の
幅
広
い
当
局
の

関
与
や
各
国
へ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
も
課
題
の

解
決
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

図表３�　気候変動シナリオ分析の主な目的

〔出所〕�　FSB,�NGFS�“Climate�Scenario�Analysis�by�Jurisdictions:�Initial�findings�and�lessons”,�Nov�
2022�Graph�2より

気候変動リス
クが金融安定
に及ぼす影響
を評価

気候変動リス
クが個別金融
機関に及ぼす
影響を評価

気候変動リス
クがマクロ経
済に及ぼす影
響を評価

金融機関の気
候変シナリオ
分析能力を開
発する

当局の気候変
シナリオ分析
能力を開発す
る

気候関連の金
融脆弱性に関
する業界との
対話を促進

その他

回答数　
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ＦＳＢ（金融安定理事会）の二〇二二年の活動状況と二〇二三年の課題

四
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
二
〇
二
三
年
の
課
題

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
昨
年
一
二
月

の
本
会
合
で
は
暗
号
資
産
とD

eFi

（
分
散
型
金
融
）、
気

候
関
連
金
融
リ
ス
ク
に
関
す
る
作
業
状
況
を
検
討
し
た
。

金
融
安
定
の
見
通
し
で
は
、
債
券
及
び
為
替
市
場
の
変
動

と
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｉ
投
資

フ
ァ
ン
ド
か
ら
生
じ
た
問
題
も
踏
ま
え
て
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
レ

バ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
脆
弱
性
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

二
〇
二
三
年
の
主
要
な
課
題
は
、
①
金
融
安
定
の
問
題

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
分
析
の
強
化
、
②
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
部
門
の

強
靭
性
の
向
上
、
③
暗
号
資
産
の
市
場
と
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
規
制
・
監
督
枠
組
み
に
関
す
る
作
業
を
進
め
る
、

④
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
強
化
、
⑤
サ
イ
バ
ー
及
び
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
強
靭
性
の
強
化
、
⑥
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
強
靭

性
、
回
復
と
破
綻
処
理
可
能
性
を
高
め
る
、
⑦
気
候
関
連

金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
暗
号
資

産
の
規
制
監
督
枠
組
み
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
強
靭
性
向
上
、
気

候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
二
〇

二
三
年
の
作
業
予
定
を
紹
介
す
る⑹

。

⑴　

暗
号
資
産
の
規
制
・
監
督
・
監
視
枠
組
み

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
本
会
合
で
は
Ｆ
Ｔ
Ｘ
の
破
綻
の
教
訓
な
ど
も

含
め
暗
号
資
産
市
場
の
動
向
が
議
論
さ
れ
た
。
暗
号
資
産

企
業
と
中
核
的
な
金
融
市
場
や
金
融
機
関
と
の
結
び
つ
き

増
大
に
よ
り
波
及
効
果
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
メ
ン
バ
ー

は
こ
の
問
題
へ
の
対
応
が
重
要
だ
と
し
て
、
規
制
・
監

督
・
監
視
の
国
際
的
な
枠
組
み
の
提
言
に
関
す
る
作
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
急
務
だ
と
強
調
し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
提
言
に
対

す
る
市
中
協
議
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
一
月
に
結
果
を

公
表
済
）
を
踏
ま
え
、
年
央
ま
で
の
最
終
化
を
目
指
し
て

い
る
（
図
表
4
）。

�　

暗
号
資
産
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
は
、D

eFi

が
急
成
長
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し
、
伝
統
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
複
製
を
目
指
し
て
暗
号

資
産
市
場
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ

Ｂ
は
、D

eFi

固
有
の
脆
弱
性
指
標
を
含
め
る
よ
う
に
暗

号
資
産
の
監
視
枠
組
み
を
強
化
し
、D

eFi

と
伝
統
的
な

金
融
シ
ス
テ
ム
、
実
体
経
済
及
び
暗
号
資
産
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
相
互
関
連
性
を
測
定
、
監
視
す
る
た
め
に
デ
ー
タ

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
究
す
る
。

⑵　

Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
強
靭
性
向
上

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
強
靭
性
向
上
の
た
め
の
分
析
と

政
策
対
応
の
検
討
を
し
て
き
た
。
今
後
の
作
業
計
画
は
図

表
5
の
通
り
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
と
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
型
投
信
な

ど
に
は
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
協
調
し
て
対
応
す
る
。
ま
た
、
証

拠
金
請
求
に
関
し
て
は
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
よ
る
市
場
参
加

者
の
備
え
の
強
化
を
目
指
す
。

　

中
核
的
な
債
券
市
場
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇

月
に
「
コ
ア
国
債
市
場
に
お
け
る
流
動
性
に
関
す
る
報
告

図表４�　暗号資産関連の規制・監督・監視の市中協議フォローアップ

〔出所〕�　FSB� “Regulation,� Supervision� and�Oversight� of�Crypto-Asset�Activities� and�Markets�
Consultative�document”�Oct,�2022�Table2より作成

提言の実施状況をレビューする

まで

市中協議へのフィードバックに照らし、必要に応じて基準設定主体（CPMI、FATF、
IOSCO、BCBC)と協議し、提言（案）を修正し最終化する

FSBは暗号資産の活動に対する国際的な規制と監督のアプローチが包括的で整合的
かつ補完的であることを確実にするために協調を継続する
DeFi（分散型金融）から生じる金融安定へのリスクの可能性についてのFSBの分析
結果に応じ、追加の政策作業が必要かを検討する

FSBは関連する基準設定主体及び国際機関との協議を踏まえて、FSBメンバー法域
での提言の実施状況に関するレビューを実施し、提言を改訂する必要性を評価する

市中協議に対するフィードバックに照らした提言の最終化

2023年末
まで

2023年央
まで

暗号資産の活動に対する国際的な規制と監督のアプローチについての協調を継続する

2025年末
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ＦＳＢ（金融安定理事会）の二〇二二年の活動状況と二〇二三年の課題

書
」
を
公
表
し
て
お
り
、
各
国
で
異
な
る
状
況
も
考
慮
し

つ
つ
流
動
性
提
供
の
強
靭
性
向
上
の
た
め
の
作
業
を
進
め

る
。
加
え
て
、
デ
ー
タ
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
と
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の

脆
弱
性
の
監
視
強
化
を
促
す
と
共
に
、
隠
さ
れ
た
レ
バ

レ
ッ
ジ
の
分
析
を
計
画
し
て
い
る
。

⑶　

気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
気
候
変
動
に
関
す
る
様
々
な
取
組
み
で
の
国

際
的
な
協
調
に
努
め
て
お
り
、「
気
候
変
動
に
伴
う
金
融

リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
進

捗
報
告
書
を
年
次
で
公
表
し
、
①
開
示
、
②
デ
ー
タ
、
③

脆
弱
性
分
析
、
④
規
制
・
監
督
の
実
務
と
手
段
の
四
分
野

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
み
を
ま
と
め
て
い
る
。
二
〇

二
三
年
も
こ
れ
を
継
続
す
る
。

　

開
示
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
気
候
関
連
開
示
の
基
準
が
二

〇
二
三
年
前
半
に
最
終
化
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
後
各
国

で
対
応
が
進
む
と
期
待
さ
れ
る⑺

。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
も
、

図表５�　FSBのNBFI作業計画で予定されている成果物

〔出所〕�　FSB�“Enhancing�the�Resilience�of�Non-Bank�Financial� Intermedia-
tion:�Progress�report”,�November�2022,�Table1より

時期トピック 概要

FSBはIOSCOと協議し、OEFの流動性ミスマッチ、LMT（流動性管理手段）の
使用及び付随する金融安定リスクに関する認識されたデータギャップを解
消することに焦点を当てたパイロットプログラムを開始する

2023年後半／2024年初期

証拠金慣行 

2023年第4四半期

FSBはIOSCOと協働しFSBメンバー法域で採用されたMMF政策手段を評価する

オープンエンド型
ファンド（OEF）
の流動性リスクと
その管理

FSBはIOSCOと協議しOEFの流動性ミスマッチに関する2017年の提言を
改訂

FSBはIOSCOと協働し、MMF改革の金融安定のリスクへの対処としての
有効性を評価するMMFと短期資金

市場の強靭性

2023年末

2026年末

2023年末

未定IOSCOはFSBの報告書の枠組みと政策手段に照らして、MMFに関する政
策提言を再検討する

FSBとIOSCOは短期資金市場の機能と強靭性を向上させる作業を実施する

市中協議報告書2023年央
最終報告書は2023年後半
未定（FSBの提言の改訂
以降に実施）
市中協議報告書2023年央
最終報告書は2023年後半

IOSCOはFSBと協議し、改訂されたFSBの提言を補完するために流動性管
理手段の詳細な指針を開発する

IOSCOは、2018年のIOSCOの提言と付随するグッドプラクティスの修正
により、改訂されたFSBの提言を運用可能にする

2023年にパイロットプロ
グラム、必要に応じ2024
年にフォローアップ作業

FSBとIOSCOは、OEFのストレステストのデザイン／使用に関する各国当
局の経験についてのワークショップを組織する

2023年及びそれ以降

ノンバンクの
レバレッジ

FSBはIOSCOと協議し、NBFIのレバレッジに伴う脆弱性を評価し、必要
なら対処する作業を実施する 2023年及びそれ以降

2022年及びそれ以降FSBはNBFIの脆弱性の評価を強化し、G20のNBFI改革の実施状況を報告するNBFIでのシステ
ミックリスクの
見方を開発 2022年及びそれ以降FSBは、NBFIに関する作業からの発見事項を反映して、改訂したグロー

バルモニタリングレポートを公表する
NBFIのシステ
ミックリスクに対
処する政策を開発

FSBは、NBFIへの取組みに関する主要な発見事項とNBFIのシステミック
リスクに対処する更なる政策提言報告書を公表する

BCBS、決済・市場インフラ委（CPMI）、IOSCOとFSBは、清算集中市場の
透明性、市場参加者の流動性への備え及び流動性開示、規制上の報告での
データギャップ、変動証拠金のプロセス及び当初証拠金の市場ストレスへ
の応答性に関するフォローアップ政策作業を実施する
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二
〇
二
三
年
～
二
〇
二
四
年
課
題
の
一
つ
に
気
候
関
連
金

融
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
取
り
上
げ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
取
組
み

に
基
づ
き
、
そ
れ
を
補
完
す
る
銀
行
固
有
の
〝
第
三
の

柱
〟
で
の
開
示
要
件
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　

各
金
融
機
関
及
び
金
融
シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い
て
の
気

候
変
動
に
よ
る
脆
弱
性
の
分
析
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
の

高
度
化
が
必
要
で
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
は
気
候
シ
ナ
リ
オ
を

改
訂
し
て
毎
年
公
表
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ

Ｂ
は
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
と
協
力
し
て
、
メ
ン
バ
ー
各
国
が
気
候
シ

ナ
リ
オ
分
析
の
高
度
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
進
し
、
支

援
す
る
方
針
で
あ
る
。

（
注
）

⑴　

本
稿
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
年
次
報
告
“Prom

oting�Global�Financial�
Stability:�2022�FSB�A

nnual�Report

”Novem
ber,�

二
〇
二
二
と

本
会
合
開
催
に
つ
い
て
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
“FSB�Plenary�m

eets�
in�Basel

” D
ecem

ber,�

二
〇
二
二
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。

⑵　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
脆
弱
性
評
価
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、「
Ｆ
Ｓ
Ｂ

（
金
融
安
定
理
事
会
）
の
二
〇
二
一
年
の
活
動
と
二
〇
二
二
年
の
計

画
」
当
研
究
所
証
券
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
二
二
年
三
月
で
紹
介
し
た
。

⑶　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
「
Ｆ
Ｓ
Ｂ
原
則
」
は
、
①
各
国
間
の
協
力
を

促
し
、
②
金
融
部
門
の
安
定
と
実
体
経
済
へ
の
寄
与
を
確
保
、
③
合

意
さ
れ
た
国
際
基
準
に
則
っ
て
金
融
機
関
と
当
局
の
負
担
を
軽
減
、

④
強
靭
性
を
提
供
し
競
争
条
件
の
均
衡
を
維
持
、
⑤
適
切
な
時
点
で

の
正
常
な
状
態
へ
の
円
滑
な
復
帰
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。

⑷　

詳
細
は
不
明
だ
が
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
〝Russian�autho�

rities�have�agreed�not�to�participate�in�FSB�m
eetings�at�

present

（
ロ
シ
ア
の
当
局
は
、
現
在
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
会
合
に
参
加
し
な

い
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
）〟
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑸　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
へ
の
取
組
み
は
、
拙
稿
、「
Ｆ
Ｓ
Ｂ
〝
ノ
ン
バ

ン
ク
金
融
仲
介
（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
）
の
強
靭
性
向
上
：
進
捗
報
告
書
〟
の

紹
介
」、
当
研
究
所
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
参
照
。

⑹　

ク
ノ
ッ
ト
Ｆ
Ｓ
Ｂ
議
長
は
今
年
一
月
に
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
で
、
こ

の
三
つ
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
優
先
課
題
だ
と
し
て
い
る
。Speech�by�K

laas�
K
not�

“Daring�to�know
�in�tim

es�of�uncertainty�and�struc-
tural�shifts

” 2�4�January�

二
〇
二
三
を
参
照
。

⑺　

日
本
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
公
開
草
案
を
参
考
に
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
企
業
の
取
組
み
の
開
示
を
含
め
る
よ
う
に
「
企
業

内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
」
等
を
二
〇
二
三
年
一
月
末
に

改
正
し
て
い
る
。
な
お
、
金
融
庁
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
の
最
終
化
や
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ＦＳＢ（金融安定理事会）の二〇二二年の活動状況と二〇二三年の課題

日
本
の
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
）
で
策
定
さ

れ
る
整
合
的
な
国
内
基
準
の
内
容
を
踏
ま
え
た
開
示
原
則
の
検
討
を

行
う
考
え
だ
と
し
て
い
る
。

⑻　

Ｇ
20
蔵
相
・
中
銀
総
裁
会
議
に
向
け
た
ク
ノ
ッ
ト
Ｆ
Ｓ
Ｂ
議
長
の

レ
タ
ー
に
二
〇
二
三
年
に
公
表
を
予
定
す
る
Ｇ
20
向
け
報
告
書
の
リ

ス
ト
が
添
付
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介
し
た
い
（
図
表
6
を
参
照
）。

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）

図表６�　2023年、インド議長国の下でのG20向けFSBの報告書（予定）

〔出所〕�　クノットFSB議長のG20蔵相・中銀総裁会議向けレターの付表、2023年２月

時期 報告書

サイバーインシデント報告の収斂の達成－最終報告及びサイバーインシデント報告交
換（FIRE）のフォーマット

商品市場における金融安定の側面
分散型金融（DeFi）の金融安定上のリスク
クロスボーダー送金の改善に向けたG20ロードマップ：G20目標達成のための優先アク
ション

暗号資産と市場に関する規制・監督アプローチ－最終提言
グローバル・ステーブルコインに対する規制・監督アプローチ－最終提言
サードパーティーリスクと外部委託－市中協議文書
気候変動に伴う金融リスクに対処するためのFSBロードマップ：年次進捗報告書オー
プンエンド型ファンドの流動性ミスマッチへの対応に係るFSB提言の改訂－市中協議
報告書

2月

4月

7月

9月
暗号資産のマクロ経済及び規制上の観点についてのFSB及びIMFの統合ノートノンバ
ンク部門におけるレバレッジの金融安定への影響
ノンバンク金融仲介（NBFI）の強靭性向上：進捗報告書

10月
グローバルな金融安定を促進する：2023年FSB年次報告書
気候関連情報開示についての年次進捗報告書
クロスボーダー送金の改善に向けたロードマップに係る年次進捗報告書


